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　　 現在、メキシコ及び米国等で新型インフルエンザの発生が確認されています。日本国内でも新型インフルエンザの感染を疑う
患者の発生が確認されている状態です。ゴールデンウイークは多くの方が海外渡航等をしますのでさらなる国内まん延の可能性も
[image: image2.wmf]ないとはいえません。つぎのような予防策等の励行をお願いします。
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[image: image4.bmp]もしも・・・　　　大流行（パンデミック）になったら・・・
[image: image5.wmf]●感染の疑いがある時は、いつもの病院に行ってはいけません！！　　　●家族の誰かが感染したら、
　　　　　　　　気になったら、まず保健所へ！！　　　　　　　　　全員が感染したものとして行動してください。
発熱や倦怠感などの症状が出て、感染の疑いがある時は、保健所に連絡　　　　　　同居の誰か一人でも感染した場合は、他の家族も感染してい
　して指示を仰ぎます。かかりつけの病院に駆け込むと、その病院で感染を広　　　　　 る可能性が高いので自主的に待機し、保健所へ連絡しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

げてしまう可能性があるので、連絡なしで病院へ行ってはいけません。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●自宅での看病の仕方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パンデミック時には、軽度の感染者は家庭で療養することと　
　　　　　　発熱相談センター（峡南保健所）　　　　　　　　　　　　 　なっています。大事なことは看病する人が感染しないことです。
電話　０５５６－２２－８１５８　　　　　 　　　　　　　看病する人まで感染してはより大変な状況になってしまうので　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しっかりとした準備で臨みましょう。
●毎日の検温を欠かさない！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　朝起きたら、家族全員の体温を測りましょう。感染すると、３日程度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　の潜伏期の後に、発熱から症状が現れます。　
　≪　今からできる準備　≫
　　◎食糧・日用品を蓄える　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎「せきエチケット」を徹底しよう！
　　　　おおむね２週間は買い物なしで生活できるようにしましょう！　　　　　　　　　○風邪などで咳やくしゃみが出る時に、ちり紙などで口を
　　　　　新型インフルエンザが流行している時期は、出来るだけ自宅にとどまり、　　　　　　覆い、他の人から顔をそむけ、できる限り1～２ｍ以上離
感染しないようにすることが大切です。そのために保存できる食べ物や、　　　　　　　れましょう。ちり紙がない場合は、袖口で押さえて極力、
毎日使うものの備蓄をしておきましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウイルスが飛び散らないようにする。

	○食糧（長期保存可能なもの）の例
	○日用品・医療品の例
	　　　○鼻汁・痰などを含んだちり紙は、ビニール袋等に入れて

　　　　静かに空気を抜いて縛って捨てる。

　　　○咳やくしゃみをする際押えた手や腕は、直ちに洗う。
　　　　＊携帯用乾燥性擦式消毒用アルコールなど用意しておく

　　　　　と便利です。

　　　　　　★★★　マスクをしましょう。　★★★

　　◎日頃からの衛生習慣を癖にしよう！

　　　○手洗いうがいを習慣化しましょう。
　　　○手洗いは石鹸を用いて、最低１５秒以上行う。

　　　　洗った後は、清潔な布やペーパータオル等で水分を十分
　　　　に拭きとる。

　　　○感染者の２ｍ以内に近づかない。

　　　○流行地への渡航、人混みや繁華街への不要不急な外出を

　　　　控える。

　　　○十分に休養をとり、体力や抵抗力を高め、日頃からバラ

　　　　ンスよく栄養をとって規則的な生活をし、感染しにくい

　　　　体をつくりましょう。

	・主食類

　米、乾麺類（そば、ソーメン、うどん類）

　餅、コーンフレーク・シリアル類

　乾パン、各種調味料

・その他

　レトルト・フリーズドライ食品

冷凍食品（停電に注意）

インスタントラーメン、缶詰

菓子類、ミネラルウォーター

ペットボトルや缶入りの飲料など
	・常備品　　　　　　　　　　　　　　　　　

　常備薬（胃薬・痛み止め・その他持
病の処方薬）、絆創膏（大・小）　　　　　　　　
　　ガーゼ・コットン（滅菌とそうでない物）

　　解熱鎮痛剤（アセトアミノフェンなど）

　　　　・・・薬の成分によっては、インフルエンザ脳症を助長する可能性があります。購入時に医師・薬剤師に確認してください。

・対インフルエンザ対策の物品

　　マスク（サージカルマスク）

　　ゴム手袋（破れにくいもの）、

水枕、氷枕、漂白剤（ハイターなど）消毒用アルコール、ごみ袋など
	



　
町民のみなさまには、正しい最新情報に注意していただき、発生地への渡航自粛、国内発生に備えた予防策等の励行をお願いいたします。

正しい最新情報に基づいた冷静な対応をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪問い合わせ先≫　市川三郷町いきいき健康課　電話　０５５６－３２－２１１４
重 要








